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家兎と野兎に対するモノフルオル酢酸l信、

硝酸ストリキニーネ及ぴ Sci1Jirosid

の殺兎効果

犬飼哲夫*森 禁須*・高安知彦*

Lethal effect of sodium monofluoroacetate， strychnine nitrate 

and scillirosid on domestic rabbit and wild hare 

By 

Tetsuo INUKAI， Hans MORI and Tomohiko TAKAYASU 

1. はしがき

造林地に頻発する野兎被告を積極的に間1とするに

は，野兎の個体数を減少することが肝要である。野兎

は狩猟法で定めた狩猟獣であるが，有干w動物駆除の対
照になっているため，狩猟法による狩猟期間及び有符

動物駆除期間に刺殺出来る。これまで野兎は主として

針金ワナによる方法か，日x;は銃器によって捕獲されて

いる。しかしワナ掛や銃による狩猟は熟練を要するの

で，駆除のためにはより簡便且つ能率的な方法として

毒餌による殺兎が要望されている。もっとも毒殺は現

行の狩猟法で禁止されているが，学問的立場で75殺J去

を研究することは意義のあることと信ずる。野兎駆除

に役立つ毒殺法を確立するためには，適当な薬剤の選

定と古餌の製作，野兎の誘直!f法，天敵獣の被害防止，

特に人畜の誤用防止措置等，今後解決すべき問題がす

くなくない。

本報にはモノフルオル酢酸塩，硝酸ストリキニーネ

及び Scillirosidをイエウサギ Oryctolaguscuniculus 

(LINNAEUS)について， また Scillirosidをのぞく 2

薬剤をエゾノウサギ Lepl枯れmidusαinuBARRETT・

HAMILTONについて， 径口投与した場合の致死量及

才 北海道大学政学部応用動物学教室

び中毒症状等を記述し，これ等薬剤の実用性について

考察する。供試薬剤は何れも急性中毒剤である。

2. 材料と方法

供試したイエウサギ*(品種は Flemishgiant)は生

後 6~7 カ月の亜成体である。エゾノウサギ材は札幌

近郊の恵庭及び定山渓の固有林内に於て冬期間に針金

ワナで1l防長した個体を用いた。捕獲時に生じた外傷が

軽度の個体をえらび，著者等の教室にて数週間飼育し

て健康が回復した後に供試するようにした。野兎の年

令は推定1才ないし2才である。

モノフルオル酢酸塩 (Sodium monofluoroacetate， 

F・CHγCOONa)は“ 1080"とも称せられている。

噛街類に対する母性については FISKE& SUBBAROW 

(1925)， FEIGLE (1938)によって報告されているが，

殺鼠剤としての実用性は KALMBACH(1945) によっ

て紹介された。本i'i'Uは白色薄片状吸湿性の結品であっ

て，毒力は激烈，イ也の多くの殺鼠剤に比べて致死量が

著しく少い。本実験に使用した製剤はモノフルオル酢

酸塩を含む溶液にトウガラシチンキを加え，更に誤食

防止として赤い色素を加えて着色したもので，有効成

分1.6%の製剤である(三共株式会社製)。

喝通〈兎と記す 仲野兎と記す
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Mi酸ストリキニーネ (Strychninumnitricum， C"， 

H"2N202・HNO，)はilJiifx，W，(1ヨ本来 ~，)N;による〕をj!~

試した。

Scillirosidは海念、に合有されている。海悲は既にi山l

暦紀元前から殺鼠力のある植物(南部イタリヤ，シシ

リー，サルジニヤ，北アフリカ等の地中海沿岸に産す

るユリ科の 1{亙 Urgineamaritina (U. soilla))と

して鼠駆除に用し、られた記録がある。海慾、は赤色麗が

殺鼠作用を有するが (Squillには RedsquillとWhite

squillの2種がある)，産地，収穫期，貯蔵法等によっ

て毒成分の合量が異なりたがって毒性に変動があ

ると云われている。本実験には海翠zの鱗茎を主原料と

する Scillirosidを 25%含有する粉末 (RedsquiIl 

glycosides) を用いた。 SciIlirosidC32H440'2はエチ

ルアルコール，水に可溶の化学的に安定した物質であ

る。有毒成分以外の増量刑としては主として Lactose

が使用されている(スイス・サンド社製)。

各薬剤による兎の致死量の測定は，各薬剤水溶液の

所定濃度によった。毒液は所定量を特製のミクロピペ

ットにとり，口腔内に徐々に注入して確実にのみこま

せた。薬剤投与後は普通に餌を与えて飼育し(通常，

死亡すゐ伺体では摂食しない)，生死の状況を観察し

た。 LD50 (50%致死量)を正確に測定するためには，

供試動物が多数必要であるが，殊に野兎を多数入手す

ることは困難であるので， MLD (最少致死量)を佐

々・鈴木等(1950) の方法にÌ~\ じて求めた。まず家兎

の MLDをきめるために，体重 1kg当り 10mg， 5 

mg， 3mg， 2mg， 1mg， 0.5mg， 0.3mg， O.lmg， 

0.05 mg， 0.01 mg等，段階的に稀釈して投与した。

次いで家兎で求めた MLDを参考にして， 野兎につ

いて各薬剤の体重 1kg当りの稀釈度をきめて投与し，

少ない供試個体数で MLDを求めるようにした。

3. 家兎に対ナる毒力

致死量

第 1表は上掲3薬剤jの1稀釈段階について家兎2な

いし4頭を供試した成績であるが，これから家兎の体

重 1kg当りの MLDを求めると， 1080では 0.5mg，

硝酸ストリキニーネでは 3mg， Scillirosidでは 2mg

である。 供試した Redsquill glycosidesについて

MLDを換算すると 8mg (per kg)となる。

次に上掲の 3薬剤iについて麻痔症状があらわれるま

での時間及び致死時間につし、て示すと第2表の立nくで

ある。

第1表家兎に対する致死豆iJ!ljj主

(体重 1kg当りの投与以印iill:mgを示す〕

投254twhJ=|吃|今 111内Jム内包11"1問

薬引M舟剤i示主叶~I~ハ山山\1)瓦llL2JJ;;」2ji一一二←二二斗斗]斗斗干!示し比戸示一A戸21マ一I~
硝亭ストリキニ一 12/々2iν2ν212々2山13/3β刈310/3加10/ν/21山10/21-1…osid 1-1-1ふ/310/4!0/210/2~0/引一
〔註) 表中 2/2は供試2頭中 2頭とも 48時間以内

に死亡したことを示す。また 0/3は 48時間以

内に3iiJl中死亡個体が無かったことを示す。

第2表家兎に対する毒作用

薬剤投与後麻|
|投与| 供試動物 |痔症状或は強|致死

薬剤名原剤量直性感獲があ|時間

(他巾3??/刈k一寸g
一一一t~.W.11口「一門ぺ土土(E工J二2二宣叫包位J 

5 

1 R.3♀ 1660 51" 

R. 4♀ 1950 59" 

0.5 R511530 2'02" 

0.5 R.6♀ 2120 l' 10" 

0.5 |R7812%O l' 36" 

0.3 

0.3 R・916;1790 l' 43"(約 20')

0.3 R.lO♀. 1630 2' 52"(約 16')

0.1 R ・ ~:I~I :::~ 
0.1 R .12♀ 3290 

0.1 R.13 ♀ 2120 

0.05 R.14 61 1750 

R.15 ♀ 2100 

10 R.16 ♀ 2100 11" 

10 R.17 合 1580 8" 

5 R.18 合 1950 14" 

5 R.19 会 1700 10" 

3 R.20 ♀ 1710 15" 
硝酸 3' R.21 61 1220 13" 
ストリ
キニー 2 R.23 61 2530 
ネ

2 R.24 ♀ 2110 17"(30") 

2 R.25 合 2530

1 R.26 ♀ 2220 17"(約 16')

1 R.27 会 1620

0.5 R.28 ♀ 1980 

0.5 R.29 会 1730

l' 48" 

l' 55" 

3' 15" 

5' 18" 

2' 57" 

2' 50" 

53" 

15" 

18" 

3'30η 

31" 

l' 47" 
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3 ，R・301♀:2160 i 10' 26" !18' 00リ
3 R .31i~1 1980 川 P'l7FW

2 :R ・ 32， ~:1690: 1'00り!4' 29" 
2 iR ・ 331~i 2390 57": l' 08" 

I~ ~I~I____' 
2 :R ・ 34:~ 2070 " 2' 01" 110' 16" 

Sα1-I 1 IR.35!♀12例 /3，22"(t(] 69，)1 
ìi;~sidl ::I;'! - -，---"" -~ /1 

R・36:♀I2660 ， 一一 l 

!R.吋♀I2460 11' 37" (約2州
IR・38:引 2680I 一一

0.5 iR・39:♀11540i 一一

0.5 IR・40J古I2160 ;4' 22"(約 21ツ
0.3 :R ・ 41'~1 1780 I 

0.3 iR・4判 22701 
0.1 jR ・ 43~1 1730 ! 
0.1 IR的|附|

(註) ( )内はl休痔症状から回復するまでの時間

を示す。

まず 1080では，死に至る前に運動神経の琳灼症状

が認められる。三坂 (1954)がマウスのフラトール中

毒について指摘したように， 7Eを探取してから刷、熔が

あらわれるまでの時間及び致死時聞は一般に薬:量が多

いほど短い傾向が認められる。 1080は殺鼠剤として

速効性が特徴であるが，家兎の場合は最短致死時間は

5 mg ter kgに於ける 1時間2分， MLDの 0.5mg 

per kgでは 3時間ないし 5時間であった。また 0.3

mg per kgを供試した動物で 2個体は、1度完全に麻

痔症状を乏したが，その後漸次元気を回復して正常に

戻った。

硝酸ストリキニーネは致死経過が極めて特徴的であ

る。薬剤投与後 20分以内(最短は8分〉に急激に強

直性窪燈を来して卒倒し，その後髭綬発作は間欧的に

生ずるのがみられた。致死時間は 15分から 3時間 30

分までrjJがあるが，他の 2薬剤に比べて短い(1%危

険率で有意差あり〉。供試中 2個体は 1度強直性窓主主

によって苦悶したが， 30分ないし6時間後には危機を

脱して健康体に回復した。

SciIIirosidでは致死以前に腹部から後肢にかけて麻

癖症状が顕著にあらわれp 且つ呼吸促迫する。致死時

間は同一薬量でも個体の抵抗性によって変動があっ

て， 1080の場合の如く薬量の多少によって，附J舛f発

生までの時間及び致死時間に長短が認められなL、。

1 mg per kg投与した2個体 (R'35，R・37) と 0.5

mg per kgの 1似体 (R・40)は犬々 1度後半身不随

症状を呈したが，よくiluj過して正常に回復した。就中，

1 mg per kgの R・35では投与後 311年間過ぎから後半

身に的、仰を生じ，後述するような中i13症状を経過して，

jE'市に回復するまで 65r内情j以上を要した。

中毒症状

各薬剤の致死量測定に於て，;!長行IJを径口投与した家

兎の中15症状を観察した。

1080について致死 6伺体中の 2例について詳述す

ると次の如くである。

第 1例 (R・3)投与量 1mg/kg B.W.投与 28分後

挙動落ち着かなくなる。 40分後前肢を{!¥I反して丹念

になめる。 43~48 分後腹臥位及び軽い跳躍をJ又夜す

る。 49分後腹臥位。やや元気喪失。呼吸正常(1分間

36~48 回)*0 51~55 分後後肢に麻共:症状が認めら

れ，跳躍時に体がよろめく。再三排便する。 11時間後

備I:ild立。呼吸やや促迫 (10 秒間 14~17 田)0 1時03

分~1 時 20 分後麻邦が後半身におよび術!以時に後肢

を後方にflJl反する。下痢。 1時 23分後横1:止。元気喪

失。呼吸促迫 (10 秒間 23~28 回〕。時々起上るがI直ち

に横臥。 1時 30分"，，1時47分横臥。頭部及び前肢に

振阪をあらわす。呼吸調律が古しれ， 1分間 144固から

186回に絶えず変動する。体毛をそば立て，困態状態

を呈する。 1時 50分後全身的、邦症状を認む。横l臥の

まま努力しでも頭部を上げ得ない。呼吸深く，回数を

滅ず (10 秒間 11~12 回)0 I呼吸にともない腹腔の収縮

顕著。 1時 52分後苦悶状態，突然反転， l'iI祭発作のた

め跳躍して悲鳴ーする。 1 時 53 分~1 時 55 分後間欧的

1N拶発作生ず。角膜溜濁する。 I呼吸困難となる。仁lを

以て呼吸し，最後に吸気性¥¥[hj鳴を 30秒間に6回行う。

1時 55分後死亡。

第2例 (R・5)投与量 0.5mg/kg B.W 投与後40

分間はE常行動。 40分""1時 00分後挙動やや異常，

即ち落ち着かなく移動する。粘液状使を脱糞。 1時20

分後呼吸正常 (10 秒間 6~7 回)0 2 時 02 分~2 時 20

分後後肢に麻坪症状を認む。{Kf臥位。呼吸やや促迫

(1分間 54回)。元気喪失。 2時40分後頭部を大きく

振って悶える。呼吸更に促迫(1分間 66回)03時 19

分後仰臥位。全身に振頭がみられる。極めて哀弱。 3

時 52 分~4時 04 分後術l以位のまま頭部を横臥する。

苦悶状態。 脈』等調律不整。 5 時 15 分~5 時 18 分後産

軍発作のため跳躍して悲鳴を発す。明らかな強直性怒

*柄原 (1939)家兎nf吸数 (1分間)安静時37回，閤定時羽田l
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嬢，次いで間欲的i国経を行う。呼吸調律に異常を来し，

呼吸困難となり〔吸気性l附鳴をともなう呼吸を数回し

て)死亡。

硝酸ストリキニーネの場合について。ストリキニー

ネ中市の最も特異的な作用は，脊髄の後角にある知覚

神経細胞の興奮性を元進させて，会運動筋に反射性強

i査を生じさせることである。典型的ストリキニーネ窓

般に於ては，頭部を後方にそらし，身体を弓のように

曲げて，のけ反り，足に強直性の広告受をおこすことが

知られているが，今回の試験に於ても， N{準発作の段、
は転倒して必らず上述のような顕著な症状を呈した。

以下，試験3例について中j:lj[i'状を詳述する。

第 1例 (R・17)投与量 10mg/kgB.W.投与8分後

に突然転倒して烈しい強直性慾培(ストリキニーネ燈

僚の典型的な姿勢を示す〕を約1分間継続する。次い

で間欧的建聖堂に移行し，再三i窓単発作をおこす。心開

及び呼吸は不規則で大きく，且つ深い。呼吸促迫し，

しばしば腹式呼吸をする。 15分後呼吸困難。睦孔拡

大。死亡する。

第2例 (R・20)投与量 3mg/kgB.W 投与 15分後

転倒。強直性i窟倍が 1 分間続く。 16 分~26 分後間駄

的窪竣 (23分後2度目の発作， 時rl烏す。 25分後3度

目の発作)，呼吸促迫(腹式呼吸 10 秒間 18~20 回〕。

28~30 分後間欧的ills竣 (28 分後 4度目の発作 29分

後5度目の発作)，呼吸困難(吸気に当り鼻孔を開張

するか，又は口を以て呼吸する)， 随孔およ大， 31分後

死亡。

第 3例 (R・24)投与量 2mg/kgB.W.投与17分後

転倒，烈しい強直性iR{準約 30分間続く。 18分後呼吸

促迫(腹式呼吸)， 19分後横臥のまま頭部をもたげた

が起き上れない。 20分後起き上って正常姿勢になる

が，呼吸は依然として促迫 (1 分間 102~114 回)0 24 

分後呼吸数やや減ず(腹式呼吸1分間 84回)，後肢の

麻痔回復。 30分後正常行動に戻る。

次に Scillirosidについては致死 5個体中2例につ

いて中毒症状を記述する。

第 11Yu(R・32)投与量 2mg/kgB.W.投与1時 00

分後腹部に麻痔症状あらわれ，歩行困難となる。後肢

を伸展して腹臥位。 1時 30分後柄、痔が前肢にも波及

し，歩行時によろめく。 1時 50分後全身を仰臥する。

腹式呼吸 (1 分間 48~54 回)0 2 時 05分~3 時 00 分後

後半身不随，煩悶して反転する。再び術限、位。呼吸強

く，やや促迫する(1分間 60~66 回)。 しばしば歯車し

する。 3時 15分後煩悶， 附臥イ立のまま頭部を横臥。

呼吸調律乱れる。 4時00分後横臥。 4時04分後ガス

がたまって腹部が異常に肥大して苦悶する。排尿，排

便。 4時 26分後呼吸困難〔呼吸数減じ，間欽的に口を

以て呼吸する)。時鳴。 4時 27分後呼吸停止。 脈!J~微

弱。|陸孔拡大。引l寺29分後日f¥D専消失。死亡。

第2例 (R・34)2mg/kg B.W.投与1時 30分後異

常認めず。 2時01分後歩行困難(後!肢に麻痔症状認

む)0 3 時 16 分後f!(1)玖位。呼吸若干促迫 (10 秒間 13~

15)0 4 時 00 分~6 時 10 分後後半身麻搾症状を示す

(前岐を用いてiTjJ旬前進する〕。時々呼吸調律不整。 8

H寺 14 分~9 時 30 分後全身麻伸。 しばしば苦問して反

転する。後半身振顔。時々歯iドしする。 拐l便(下痢)2 

回。 9時 56分後JJ燥状態。頭部を背中側に反らし，全

身をLJ状にのけ反り約40秒間悶絶する(硝酸ストリキ

ニーネ中Ih症状と類似した姿勢)0 10時 14分後呼吸

調律と呼吸数変調を伴う所謂セーヌ・ストーク呼吸を

認む。 10時 16分後I悩孔拡大。死亡(腹部が力、スのた

め異常に肥大〕。

4. 野兎に対する毒力

致死量

1080及び硝酸ストリキニーネの野兎に対する致死

量について試験した結果を第3表に示す。

第3表野兎に対する致死量測定

〔体重 1kg当りの投与Lr;-i剤量 mgを示す)

投与尿剤量 1-

mg/kgB.W.: 3 12110.510.310.1'0.05 

薬剤仁一一! I ' I I ! 
1080 1-! -!1/1:3/310/2;0/2

I
O/1 

伊ス l一川2中

上表の成績から野兎の体重 1kg当りの MLDを求

めると， 1080では 0.5mg，硝酸ストリキニーネでは

1 mgである。

次に第4表は上の 2薬剤を径口投与した場合に麻邦

住状があらわれるまでの時間及び致死時間を示した。

1080の去作用をみると，家兎に於げる虫1]く， まず

運動神経の麻jW症状があらわれ，後に致死する。供試

個体数がすくないので確かなことはわからないが，野

兎の場合にも陥、仰が発生するまでの時間及び致死時聞

は薬量の多し、ほど短いようである。日・3は投与後 14

時間には異常が認められなかったが，その後8時間自

に観察した時には死亡してし、た。
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~-i 表 117兎にJjずる市ドトJd

北海;u大学良 ~y: {i/S記安

j交与 供~i"\illh物
bjf汗Iji，ト

0ie /fIJ:y， ;" 
r rng; Kg¥ 占

¥B.W./許)}，;'t ir~' パ¥ LL  VY，f今 (g)

i

i

 

M
ノ
円
h
u
v

介
入
し
j

1 H・16 2330 l' 59" 2' 37" 
0.5 H・2♀ 2570 2'03" 3' 15" 

0.5 H' 3♀ 2610 14〆~22'

0.5 H' 4色 2890 2' 38" 5'+1" 

1080 0.3 H・5♀ 2185

0.3 H.o 6 2740 
0.1 H'7 c;2 1430 

0.1. H・8♀ 2180

0.05 H・96 1240 

3 H.lOI♀ 2130 2斗F 25" 

2 H.11♀ 2950 31" 33" 

2 H. ♀ 2370 16" 24" 

目。13色 2250: 45' 46 

H. 6 2720 53" 57" 

0.5 H 。 合 2420

0.5 H.J.6，♀ 2670 

0.5 H.17♀ 3030 

0.3 5・18，62580 
0.3 H.19♀ 2810 

約;段ストリキニーネではりI~ ;r;，\i'\当なストリキニーネ \t\

75症状をjfjすること;立野兎:こ於ても/iiJ伎であるが，そ

の致死経過が次の点で家5立の場合と少し相Jilーしてい

7こO

HIJち好5Eで(土佐iIi日j:"江戸(転倒する〕のlずるrlij:こ

!ιl !ìえ(持 Jこ後!り或l 主子:-t};三五1 1l 1-1、以))1刀 ~rtl] i!yl~1 内に認め

られた。そしてし，!61jt-jj~tL~<:J-二(ストリキニーネペ二¥の共

~I;IJJ~{(J な付ご(\?を?とる)泊三仁rると， この予発~f(い{

ず:にこ;汝;衣E分「間日山1内;にこ死1仁仁:二一してL、る。 致死:こ裂したI!;J，nuは今
回の供以内でl土Hれも投与後 1I匂i-fJJlj、九であった。こ

れにJヒペてら反5Eの台:主 L;壬の引く， っ川'1性:二三が i
分il!jはか伝統したi乏に… パズヲ日ノがJLり， わ統;t~ 、て i叩:リ出;日!{必次3故:♂f的i巾甘切jだ:

7戸Vが三3!一じてすをタじしfニ。

中主主症状

1080を筒口投!Cjした!11}兎の I_!:II， ;j;:)jí~;])(は?以守主jペコ

11511本;こよってうiìiR:発明治、行 i 十i--l ，l/~するが，その ítfl[(TJ は

大JL次び)!!Ilくであって9 ぷ兎;こL号、けるゴi!ι!よと似して

1、る。

決ii'lL三l:ii&Jlりもなくフ まず{主主jζ;こjjlliVJtij 1:1'4: 0) :{υ~Vが

あらわれるため)js効性が:1¥:1ごする。 ifjtl'!'I!lf古eこは体がよ

ろめく。的:1'.11与には後.!i!(を後方lこなげだして何日以する

ことが多い。次第tこJに7(宍;lJLp i!;い\'が ùifJ 之 i こ ~}t);えす

る。そのほから!ザ i!史日山 (1 分間約 100~130 liiD し

て，政肢が阪市する。fI!j々 IjJ1{fl~1えび全身にわたって以

必をあらわずο Lばらくこの状態を続:ナた後p 強j任問f

;:Y:( 主 flfilJJ:的二うJËfj: をおこす。発作il~J~ ~こは転ß'I]，お)[:比

して llHú;'~らすることが多い。 11手 lýJÊtrrijlYが 5~\1. 'i-~になりヲ己に

至る。

次lこ可~jr後ストリキニーネによる Di}兎か 1-';:j!iE状は家

兎の羽合とおr'l'fl;!Ji;するので?致死5約十i叫'2怖につ

いて詳述するσ

第 1i汁Ij(H・10)投ICjどを 3mg/kg B.\有人投与 19~20

分後JE'，;_;?i1;5勢。 1分間隔てさ 2JJ[1炎、l土身:こiiJ伎のヂーが

みられる。 21~23 分後正常.W:.~~ト。 Jj~f伎の何千、で全身

が仮設す一る。 !l\J:l~kl均:こ日/< (こへ、コや大きい出ηJが生ず

る。 i乎及促迫(1分間 102~108 ITIJ)o 24分後転倒。烈

しい強Tt~[性ぇ主をさt じ，文部乞)~f 仁1" 測に仰jj向 :7p 全身

弓なりにそっ反る。 呼吸困自iーからI立ちにPfll。記II及。

[[，iírLjil;二三。 25 分後Ijlr(j~J，;'J災。

~r} 2例 (H'13) 1 mg/kg B.W. 19:与 23ヨケ1&正'MY姿

也、。 会身:こ立のぺが竺ミする。 2+5J-iゑ炎岐に)1;石川〔

症状が認められる。そのため後lj之をつっぱり 9 仁1"112:;に

なる。 I可7. J~えやや促辺する。 25 分後五市~~~l; こ皮、る o

'[子会のぶ創設続する。;lf-l~:~Z {;:[~五i し， 政ドをよ以前ずる。

27 分後後半身'のぷ凶Ü~1t::0 与)支「同互になり全身が大

きく lk<到する。 I呼乎 φ役え!似jμ 迫!どβ) (1分問 13河8~16ω21厄主[)o 3却O~

3糾斗 分f後灸l正ととじ悦l

J下戸する。 35~37 分後このj日J 2)支γ1-'絞になる。後半身

弓之i必， 会;rfi~:JWJî'なく f、百戸。 45 分後松 ifllo 'J出11'(/'1，1(;<''"士。
呼 l三 I?~!~;~:[ となる。 Winl.j広大。 46 分後Ijl氏N} ;ìj' !j~ ミ o JJlw<。
，'.'-< --'ーザYeL-j心。

的まス;、 i)キ ーネ'1'，おこよってどした
エソ/ウ'1'，'，動物f昨り H・10)
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名 l-門判定lふ判
Fluoroacetate I Dutch 皮下 LDJOO I O. 5~1. 0 1 SPECTOR 
11 i New Zealand white 静脈内 LD50 I 0.25 11 

Nepw i Zealtaend d 静脈内 LD50 1 0.5 11 

Sodium Fluoroacetate gt不nen 明 静脈内 LD50 I 0.3 I NEGHERBON 

孔lethylfluoroacetate 不 明

11 不 明

… Sodium Fluoroacetate 不明

11 白色在来種

Strychnine 不 iJ，EJ 

5.考察

家兎に対する 1080及びその近縁化合物，ストリキ

ニーネの致死量について，従来の試験例を掲げると上

表の如くである。

今回の試験成績によると供試薬剤の家兎に対する最

少致死量は， 1080は 0.5mg per kg B.W.，硝酸スト

リキニーネは 3mg per kg B.W.，であって， 上掲の

報告と大きな相違はない。

次に野兎についての最少致死量は， 1080では 0.5

mg per kg B.¥以，硝酸ストリキニーネでは 1mg per 

kg B.W であった。今回はエゾノウサギを供試した

のであるが，著者等は如何なる種類の野兎についても，

従来殺兎試験をした成績を知らない。

家兎と野兎について体重 1kg当りの致死量を比較会

してみると， 1080では同量;であるが， 硝酸ストリキ

ニーネでは家兎の方が多い。野兎は家兎より硝酸スト

リキニーネに対して耐過力が弱し、点は興味がもたれ

る。また致死時間につL、てみると， 1080は家兎では 1

時間 2 分~5 時間 18 分，野兎では 14 分~5 時間 41 分。

硝酸ストリキニーネは家兎では 15 分~3 時間 30 分，

野兎では 24 分~57 分。 Scillirosid は家兎では 1 時間

8 分~18 時間であった。 1080 は速効的な殺鼠剤とし

て評価されているが，今回の試験成績によると，速効

性は硝酸ストリキニーネの方がより優れている。もっ

とも両汗IJとも致死以前に上述のような麻舛i症状を呈し

て，運動不能になるわけであるが，野兎については麻

口 LD50 0.5 Foss 

皮下 LD50 0.5~ 1. 0 " 
1. 0~2.0 三j己資料

口 0.28 岩村
~(トウモロコシ
粉に添加〉

， 0.6~30 I SPECTOR 

11 

0.2~0.5 11 

揮の発現までに 1080では2時間以上要するが，硝酸

ストリキニーネでは 16 分~53 分であって， 野外トで殺

兎する目的には運動不能になるまでの時間のはるかに

短い硝酸ストリキニーネの方が，薬剤jを摂取した後に

野兎が移動する距離が当然すくないから，死体を確認

する可能性が多く，使用上優利である。

硝酸ストリキニーネは古くから野鼠駆除に使用され

ていた。我国では木下(1928)が硝酸ストリキニーネ

を小麦に惨透させた有15全対立によってエゾヤチネズミ

の駆除を試験して，この方法は手数を要せず，安価で，

野外に於て時日を経過しでも存力が滅返することが少

ないことを報告している。本斉Ijは相沢 (1941)，井上

(1943)によって実用化されているが，相沢の処方・は，

ソバ粉 925g 中に硝酸ストリキニーネ 3~5 g，熱湯

(0.63l)で混じて団子 3000個を作り， 団子1個中に

硝酸ストリキニーネを 1/1000g合有するようにした。

この際，ストリキニーネの苦味を去る目的でサッカリ

ンを少量入れている。硝酸ストリキニーネは経済的に

最も有効であったので賞用されていたが，第2次位界

大戦以前から輸入が困難となったので，代用として炭

酸バリウムや亜日七酸団子が造村地の野鼠駆除に応用さ

れていた。 ii災後，新しい殺鼠剤が続々輸入されたので

人々の関心は新殺鼠剤に向けられ，硝酸ストリキニー

ネはかえりみられなくなっている。

近年，合衆|習に於て野兎被害は林木に対しては比較

的軽度であるが，農作物及び、果樹の被害はきわめて深

刻なものがある。野兎は狩猟獣になっているがp 野兎
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による経済的被害が霊大と認定されたときは州の法律

によって利l泌が許可されてし、る。その為，冬期か乾燥

J切の後の組物の萎凋j切に野兎のみ殺が行われており，

米国間部の民地では成功してし、る。政林作物を71日書す

る野兎は次の 4t五正Jjであるが，そのji玉殺法を EADIE
(1954)は次のように記述している。

Jach rabbit*による兎令から幻J木をヰ!とるために，毒

剤がある程度使用されている。その処方はStrychnine

sulfate 1オンス，澱粉 8オンス， glycerin 6オンス，

水 31/21であって， この混合液を.IM幹に塗るか，撒

布する。本種が多数j安息する農地では，粒状75餌が考

案されている。粒状毒餌は数種類あるが，その一つは

燕麦 16ポンド，澱粉 1オンス， トウモロコシ・シロ

ップ 1/81， Strychnine alkaloid 1オンス， Sodium 

bicarbonate 1オンス， 7]¥ 1/2/， glycerin 1/2オンス

が配合されている。燕変の代りに，州によってはトウ

モロコシ等が佼われているが，何れにせよ，この奇餌

の大さじ 1ぱいを野兎の通路に一定間隔に配置するの

である。また七記UHかのぺース卜(去材の燕交をのぞ
いたもの〕を牧草 alfalfの葉や裸麦，小変， トウモロ

コシ等に付着して Jachrabbitsを誘致して(夏の乾

燥期には新鮮な alfalfが誘餌として極めて良し、〕殺兎

に成功している。

f(目白いものに塩分ilif況がある。 このものは Stry-

chnine alkaloid 1オンス，塩 2ポンド， alfalfの粉

末 2ポンド，この混合物を若干湿らせてブロックに

するのであるが， B1ack-tailed jach rabbitsの防除に

推賞されている。足量分脊餌は四季を通じて有効である

が，家主をや天敵獣も誘致してj出険であるから厳重な注

意を要する。

Snowshoe hare判は合衆国に於ける主要な狩3*m:kの
一つであるので防除することはひかえられているが，

造林地に被答の多発する州ではJIH獲が許可されてい

る。冬期間の防除は主として存斉IJによるものであっ

て，ポプラの様(直径数インチの校を 4~6 フィート

に切る)に Strychninealkaloid 10オンス， Chloro司

form 1ガロン Lanolin1ポンドを混じたぺースト

を付着する。この7日告を雪上の野兎の通路につきさし

ておくのであるが， 5エーカー停に1本が良いとされ

ている。また付着するilt?誌は上述の Jachrabbit用の

キWhite-tai1edgroup (L叩 IlS tow'附 edii) と Black-taiIed
group (Lαlleni. L. califoγnicus)がある

判 LepusαmericanU8 

ものでも良し、。

European hare*は習性が solitaryであり， 且つ

行動闘が広大なため， 11i殺法は実用的でないとされて

し、る。

Cottontail rabbit**では， 71正殺は野兎による経済

的被害が大きいと認められた場合に計百Jされている

が， 31;剤は Jackrabbit用のものが有効である。

上述の如く，現本合衆国に於て殺兎に実用化されて

いる薬剤lはストリキニーネであるが， EADIEは最近発

達した主剤(例えば 1080)の使用も有効であろうと

:it!Sべている。

次に Scillirosidの家兎に対する最少致死量は 2mg

per kg B. W.であった。 実際に用し、た RedsquiII 

ghycosides につし、てみると 8mgper kg B. W.妥

し， 1080及び硝酸ストリキニーネに比較して故死量

が多し、。従来，海葱斉IJは殺鼠剤としてかなり速効性と

されているが，今回の家兎試験では C{共試個体数は少

いが〕他の2知lより遅効性のようである。

殺兎試験に海葱剤を採用した理由は，本剤が家畜家

禽に対する危害~が少い殺鼠剤と称されている点を注目

したからであるが，上述の主Iく致死量が多いこと及び

致死時間が比較的長いこと等は野外で実用する場合に

不利な条件になると思われる。今後，野兎に対する殺

兎効果試験を要するが， ID}兎存殺法の確立のためには

更に他斉IJについても人畜や天敵獣に対して安全な方法

を検討する必要がある。

6. 結論

1. 家兎に次の薬剤を径口投与した場合，体重1kg 

当りの最少致死量はモノフルオノレ酢酸塩では 0.5mg，

硝酸ストリキニーネでは 3mg， Scillirosid (海建、の球

根を主原料とする SciIIirosid25 10合有粉末を用い

た〉では 2mgと測定された。

2. 野兎 (Leρus timidus ainu を 1j~試した〉に次

の薬剤を径口投与した場合，体重 1kg当りの最少致

死量はモノフルオル酢酸塩では 0.5mg，硝酸ストリ

キニーネでは 1mgと測定された。

3 薬剤の市作用を観察した結果は次の如くであ

る。

モノフルオル問酸11ifでは家兎及び野兎に於て，まず

運動神経のlf~， N(jilJ犬が認められてから致死する。一般

* Lepus C1日・opαeus
ホキ SvlvilαgusSPP. 
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に薬剤投与後WA'仰があらわれるまでの時間及び致死時

間は薬量の多いほど短い。

硝酸ストリキニーネでは烈しし、m~準発作によって致

死するが，家兎に於ては強直性虚構が生じた後，問欺

的1室経が継続して姥死したが，野兎ではまず問欲的窓

綬があらわれ，後に強直性産委主が始まると短時間に楽

死したo 家兎及び野兎に対して硝酸ストリキニーネが

最も速効性があった。

Scillirosidでは家兎に於て弊死以前に紘一枠症状があ

らわれるが，薬量の多少によって麻痔が生ずるまでの

時間及び致死時間に長短が認められなかった。

4. 上述の知見にもとずいて，野外に於て野兎を存

殺する場合を想定すると，速効性の硝酸ストリキニー

ネが適してし、ると考察される。

j間筆するにあたって，薬剤を提供され，種々:(ilcjJ配慮

をいただし、た北海三共株式会社元工場長 桑田博士，

小西技術，また野兎の捕獲に御協力下さった札幌営林

局造林課飯塚技官に対して深謝する。本研究費の一部

は農林省試験研究費補助金を使用した。記して謝意を

表するo
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Summary 

1. The minimum lethal dose for the domestic 

rabbit was determined applying per os as the 

following. 

Sodium monofluoroacetate (1080) 0.5 mg/kg 

Strychnine nitrate .3.0 mg/kg 

Scillirosid 2.0 mg/kg 

Remarks: Scillirosid is prepared from the 

root of red squill. 

2. The wild hare of Hokkaido is so-called 

snowshoe hare with the species name as Lepus 

timidus ainu. For this animal the minimum 

lethal dose is as follows: 

Sodium monofluoroacetate 0.5 mg/kg 

Strychnine nitrate 1.0 mg/l屯

3.τhe process of the poisonous effect of the 

above was observed. 1080 causes the paralysis 

of motor nerves and leads to death. The time 

of the effect depends upon the amount of the 

dose applied. Strychnine gives strong convul-

sive fit of animals tested. The rabbit had at 

first tetanic convulsion and then intermittent 

cramps followed until death. However， the hare 

had at flrst intermittent cramps and then tetanic 

convulsion which was followed with death. In 

general strychnine had very rapid effect as 

compared with others. 

Scillirosid when applied to the rabbit causes 

at first paralysis of motor nerves and then kills 

it. No remarkable di仔'erenceof the effect was 

observed according to the amount of the dose. 

4. From the experiments it has been re-

cognized that strychnine nitrate is the best for 

the use in the open field as it has very rapid 

effect and enables us to recover the poisoned 

animal. 


